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沿革と組織の概要沿革と組織の概要沿革と組織の概要沿革と組織の概要 

人体病理学・病理診断学分野は，東大医学部

附属病院・病院病理部と一体となって病理診断，

教育，研究にあたっている．幅広い病理学のフ

ィールドをカバーしながら，「臨床医学としての

病理学」，「トランスレーショナルリサーチを担

う次世代病理学」の構築を目指している． 

平成 20 年度から「病理診断科」という名称が

標榜科名として法令上認められた．病理診断の

重要性に対する社会的認知の向上を示すものと

して，人体病理学の領域で働く者にとって非常

に喜ばしい改正であった． 

 

平成 20 年度には，元井病院講師が帝京大学准

教授に異動した．森川助教が病理部に配置換え

となり，教室に菊地歯科医師が助教として加わ

った．高澤病院講師が講師に昇任し，柴原助教

が病院講師となった．８月よりグローバルＣＯ

Ｅ特任助教として山内医師が採用された． 

大学院（博士課程）については， 2 名が卒業

し，博士号を受けた．新年度には 4 名の新入生

を迎える予定で，平成 21 年度には計 13 名（留

学生 1 名）が在籍することになる．  

人体病理学・病理診断学分野は，東大医学部

附属病院の生検診断，剖検診断業務を支える一



方，ヒトの病気を対象に形態学を基盤にした研

究を行っている．また，分子病理学分野と協力

して M1 の病理学総論を担当し，さらに系統病

理学，クリニカルクラークシップ，BSL と，M2

から M4 に及ぶ医学部病理学教育にあたってい

る． 

 

診療（病理診断・剖検）診療（病理診断・剖検）診療（病理診断・剖検）診療（病理診断・剖検） 

病院病理部とともに，東大医学部附属病院の

生検診断，剖検診断業務を支えている（病院病

理部の項参照）． 

生検・手術を扱う，いわゆる外科病理に関し

ては，胸部，脳外科，肝臓・胆膵，泌尿器，婦

人科，乳腺，整形外科の手術症例，ならびに肝

臓，腎臓，皮膚生検について，臨床各科と定期

的にカンファランスを行っている． 

病理解剖症例について毎月 1 回 2 例を取り上

げ，病院 CPC を継続的に行っている．毎週月曜

日に開催している剖検症例カンファランスとと

もに臨床研修医教育の場となっている． 

平成 17 年度から開始されている「診療行為に

関連した死亡（診療関連死）」の死因究明のため

の解剖調査に，法医学教室と共に積極的に参加，

協力してきた．平成 20 年度から 2 年間の予定で

「診療関連死の解剖調査を補助する手法（死後

画像）の有用性に関する研究」（厚生労働省科学

研究費）を行っている．その成果について研究

班 ホ ー ム ペ ー ジ 上 で 公 開 し て い る

（http://humanp.umin.jp/）． 

 

教育教育教育教育 

M1 に対する病理総論では，病理形態学的な

部分について講義，実習の一部を担っている．

講義の概要について，UT オープンコースウェア

（http://ocw.u-tokyo.ac.jp/）において一般に公開

している． 

系統病理学，ならびに実習は，系統講義の進

行にあわせ，一週間に各々1 回，それぞれ 19 回

行っている．実習の理解を促進するため，前半，

後半に分けてハンドアウトを配布するとともに，

実習に使用する病理組織標本は，すべてバーチ

ャルスライドとしてホームページ上で閲覧でき

るようになっている．さらに，平成 21 年度全学

の教育研究事業の財政的補助を受け，従来の実

習用の顕微鏡を更新するとともに，総合実習室

にもバーチャルスライドシステムを導入するこ

とになった． 

M3 では病理部クリニカル・クラークシップ，

M4 では BSL を実施している．BSL では学生 2

名単位で 1 例の剖検症例をまとめる剖検病理演

習，種々の腫瘍切除例を用いた外科病理演習，

ならびに病院病理部見学を行っている． 

系統病理学ならびに卒業試験については，ホ

ームページで過去の問題を公開し，卒業験につ

いては模範解答も公開している． 

博士課程では，がんプロフェッショナル養成

プランに対応して，「腫瘍病理学概論」講義を設

けている．受講者には代表的な病理標本を閲覧

できるよう，バーチャルスライドを DVD とし

て提供した． 

 

研究研究研究研究 

「慢性炎症と腫瘍」を大きなテーマとして，

Epstein-Barr ウイルス関連腫瘍（胃癌），肺腺癌

の瘢痕形成と進展，肺線維症における発癌につ

いて，形態学を主要な武器として研究を展開し

ている．EB ウイルス関連胃癌の発癌，進展に，

ウイルス潜在期遺伝子蛋白 LMP2A が重要な役

割を果たしていることを明らかにした． 

 研究の第二の柱は，がんの治療標的分子探索

である．東京大学先端科学技術研究所と共同で，

癌の網羅的トランスクリプトーム解析に基づき，

モノクローナル抗体，組織マイクロアレイを用

いた発現解析を行っている．この件については

太田講師，柴原病院講師を中心に取り組んでい

る． 

石川助教は先端研油谷教授とともに，ゲノム

情報を網羅的に解析する手法の検討を進め，ゲ

ノムコピー数を精密に分析する手法を開発した

（EG 法）．疾患発症のメカニズム研究の基盤と

なる手法であり，ゲノム病理学という新たな分

野を開拓するものとして期待している．また，

薬物副作用の感受性検出に応用できる新たな手

法として産業界からも注目されている（日経産

業新聞 2009 年 2 月 4 日）．  
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